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シートの交換

取り外し方法
手動式バルブ 空気作動式バルブ

■ ハンドル上部のプラグを取り外します。
■ ねじを緩めてハンドルを取り外します。
■ マルチポジション・ハンドルの場合：ドライバーをてこのよう
に使用し、ポジショナーをフランジから取り外します。

■ 上部ブッシングを取り外します。

■ 圧縮エアーがアクチュエーターから切り離されていることを確
認します。

■ 取り付け用ブラケットをフランジに接続している 2個のボルト
およびナットを緩めます。

■ アクチュエーターおよび取り付け用ブラケットを取り外します。
■ ポジション・インジケーターを取り外します。

■ フランジを接続しているナットおよびボルトを取り外します。
■ フランジを分離し、バタフライ・ディスクおよびシート・アセンブリーを取り外します。
■ プラグおよびブッシングをバタフライ・スピンドルの底部から取り外します。
■ バタフライ・ディスクをまわして開状態にします。シートをバタフライ・ディスクから取り外します。その際、シートを強く押して
バラフライ・スピンドルの端から抜き出し、バラフライ・ディスク・シャフトの端からスライドさせて取り外します。

再取り付け方法
■ バタフライ・ディスク・スピンドルおよびシートに、サニタリー・
グレードの潤滑剤を塗布します。

■ バタフライ・ディスクを開状態にしたまま、バタフライ・ディ
スク・シャフトをシートの穴に差し込みます。

■ 図のようにシートを引き伸ばし、バタフライ・ディスク・スピン
ドルをシートの穴に差し込みます。

■ バタフライ・ディスクおよびシート・アセンブリーを開状態の
2個のフランジの間にはめ込みます。

■ 両方のブッシングを底部プラグに再度取り付けます。

手動式バルブ 空気作動式バルブ

■ ボルトおよびナットを取り付けます。十字交差の順に、
21.4 N・mのトルク値で締め付けます。 

■ マルチポジション・ハンドルの場合：ポジショナーを取り付け
ます。

■ ハンドルを開状態のバタフライ・ディスク・シャフト上にセッ
トし、5/16 インチ・サイズのレンチでねじを軽く締め付けます。

■ 上部プラグを再度取り付けます。
■ 実際に使用する前に、バルブの開閉を何度か繰り返し、バタフ
ライがシートに対してスムーズに取り付けられているか確認し
ます。

■ アクチュエーターを取り付ける前に、バルブの開閉を何度か繰
り返し、バタフライがシートに対してスムーズに取り付けられ
ているか確認します。

■ 外部近接スイッチを取り付ける場合は、外部近接スイッチ付き
エアー・アクチュエーターの取り付けの項をご参照ください。

■ ポジション・インジケーターをバタフライ・ディスク・シャフ
ト上にはめ込みます。

■ 取り付け用ブラケットをバルブにはめ込んでボルトを差し込みま
す。その際、上部の 2カ所にはM8 × 35 mmのステンレス鋼製
六角ヘッド・ボルトを使用します。底部の 2カ所には、バルブに
同梱されている 5/16-20ユニファイねじボルトを使用します。

■ ボルトおよびナットを調節します（締め付けないでください）。
■ アクチュエーターを取り付け用ブラケットに取り付けます。そ
の際、バタフライ・ディスク・シャフトをアクチュエーターに
差し込みます。取り付け用ブラケットねじを差し込み、レンチ
で軽く締め付けます。

■ バルブおよびポジション・インジケーターを希望する位置に
セットします。

 ノーマル・クローズ型：バタフライおよびポジション・インジ
ケーターを閉状態にします。

 ノーマル・オープン型：バタフライおよびポジション・インジ
ケーターを開状態にします。

 複動型：バタフライおよびポジション・インジケーターを開状
態にします。アクチュエーター上部にエアーを供給すると、バ
ルブが閉じます。アクチュエーター底部にエアーを供給すると、
バルブが開きます。

■ 十字交差の順に、21.4 N・mのトルク値でボルトおよびナット
を締め付けます。

�  警告 
システムに取り付けたバルブのメンテナンスを行う場合には、
必ず事前に以下の作業を行ってください。
• システム圧力の開放（システムの圧抜き） • バルブの開閉
• バルブのパージ
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1. 2個の取り付け用ブラケットねじを近接スイッチ・プレートお
よび取り付け用ブラケットに差し込みます。2個の取り付け用
ブラケットねじは、取り付け用ブラケットのみに差し込みます。
4 mmサイズの六角レンチを使用し、4個すべてのねじをアク
チュエーターに締め付けます。

2. シグナル・アームねじを使用してシグナル・アームをアクチュ
エーター・シャフト上に取り付け、シグナル・アーム・パドル
の位置を近接スイッチ・プレートの穴の下に合わせます。シグ
ナル・アームねじをアクチュエーター・シャフトに締め付けます。

3. パネル・ナットを近接スイッチ上に取り付け、近接スイッチを
近接スイッチ・プレートの穴にセットします。近接スイッチの
位置を調節し、シグナル・アームとの間に約 1.6 mmのスペース
を空けます。2個目のパネル・ナットを取り付け、締め付けます。
注意： 近接スイッチをシグナル・アームに接触させないでくだ

さい。正しく機能しないおそれがあります。
4. 上部の 2個のボルトを取り外して破棄します。
5. バルブを希望する作動位置にセットします。
ノーマル・クローズ型：バタフライ・ディスクを閉状態にします。
ノーマル・オープン型：バタフライを開状態にします。
複動型：バタフライ・ディスクを開状態にします。アクチュエー
ター上部にエアーを供給すると、バルブが閉じます。アクチュ
エーター底部にエアーを供給すると、バルブが開きます。

6. ポジション・インジケーターをバタフライ・ディスク・シャフ
ト上に取り付けます。（オプション）

7. アクチュエーター・シャフトをバタフライ・ディスク・シャフ
ト上にスライドさせます。

8. ステンレス鋼製M8 � 35 mmボルトおよびナットをフランジ上
部の 2カ所に取り付け、取り付け用ブラケットに通します。

9. 十字交差の順に、21.4 N・mのトルク値で全 4個のナットを締
め付けます。

外部近接スイッチ付きエアー・アクチュエーターの取り付け

近接スイッチ・プレート

取り付け用ブラケット
ねじ

パネル・ナット

近接スイッチ

取り付け用ブラケット

アクチュエーター

パネル・ナット

シグナル・アーム

ポジション・
インジケーター

取り付け用ブラケットねじ

アクチュエーター･
シャフト

シグナル・アームねじ

バタフライ・
ディスク・シャフト

M8 � 35 mmボルト

ナット

フランジ

ご注意：他社部品との混用や互換は絶対に行わないでください。

安全な製品の選定について
安全にトラブルなく機能するよう、システム全体の設計を考慮
して、製品をご選定ください。機能、材質の適合性、数値デー
タなどを考慮し製品を選定すること、また、適切な取り付け、
操作およびメンテナンスを行うのは、システム設計者および
ユーザーの責任ですので、十分にご注意ください。

この日本語版取り扱い説明書は、英語版取り扱い説明書の内容
を忠実に反映することを目的に、製作いたしました。日本語版
の内容に英語版との相違が生じないよう、細心の注意を払って
おりますが、万が一相違が生じてしまった場合には、英語版の
内容が優先されますので、ご留意ください。

シグナル・アーム
パドル



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


